
組立て前に必ずよくお読み下さい。

ご準備頂くもの
・プラス(＋)ドライバー
・はさみ、またはカッターナイフ
・少し大きめのダンボール、またはやわらかい布(タオルや布団等)
　

次の部品や小物を使用する場合は、必ず下記の要領を守って正しく組立てて下さい。

○ボンド・ダボ（接着について）

このボンドマークがあるところでは、
下記のようにボンドを使用します。

ダボ穴にボンドを垂らし、

ダボをその上から
差し込む。

ダボに直接ボンドを垂らし、

穴の部分をかぶせて取り付ける。

※ 組み立て時の注意

・ 安全に組み立てるために2人以上での組立をお勧めします。

・ 組み立ては平らな場所で、床などに傷がつかないようにダンボールや柔らかい布等を敷いて行ってください。

・ 最初はゆるめに組んでおき、最後に全体のバランスを見ながらしっかりとネジを締めてください。

・ 部品は正確に取り付けてください。

フラップチェスト
フラップ扉1枚タイプ
DS60-F1 mr328



x1 

3.5x12KA 

x1 

4x16PA 

3.5x12KA 

x1 

① 左側板 ×１ 

⑦ フラップ扉 ×１ 

Ｅ スライドピン ×２ 

Ｋ 連結用プレート 

Ｆ 戸当たりシール ×２ 

Ｆ 戸当たりシールは、お好みにより、
フラップ扉を閉じた際に本体と触れ合う部分に貼り、
扉の開閉時の防音にお役立て下さい。

※Ｊ 転倒防止プレート、Ｋ 連結用プレートはシリーズ商品を
　2台連結する際にご利用いただけます。

Ｇ 連結用木ダボ ×１ Ｈ 棚ダボ ×４ Ｉ ネジ隠しシール ×６ Ｊ 転倒防止用プレート 

⑧ 可動棚 ×１ Ａ ネジ ×８ Ｂ アルミ取っ手 ×１ Ｃ ボンド ×１ Ｄ 背板ストッパー ×８ 

② 右側板 ×１ ③ 天板 ×１ ④ 地板 ×１ ⑤ 固定板 ×１ ⑥ 背板 ×２ 

※折り畳まれて入っていますので、 
シールをはがさずに開いて 
お使い下さい。 

専用ネジ×3 

専用ネジ×8 

専用ネジ×2 

※透明の丸いシールです。 

専用ネジ×4 



面
 

裏
 

まずフラップ扉を組み立てます。 次に本体を組み立てます。 ※この工程は二人組で行うことを
　　　　　　　　　　　おすすめします。

※この工程は二人組で行うことを
　　　　　　　　　　　おすすめします。

上 

前 

⑦フラップ扉の裏面から、Bアルミ取っ手を 
専用ネジを使って図のように取り付けます。 

さらにフラップ扉にEスライドピンを差し込みます。 

本体を静かに起こし、⑥背板を広げて本体に差し込みます。

さらに③天板を、Cボンドを使って本体に取り付けます。
H棚ダボをお好みの高さに取り付け、⑧可動棚を静かに乗せます。 D背板ストッパーを取り付け、Iネジ隠しシールを 

貼って完成です。 

①左側板に⑤固定板をAネジを使って

図のように取り付けます。
STEP1で組み立てたフラップ扉のスライドピンを、

①左側板のスライド溝に入れます。

その際、お手伝いの方に扉を支えて頂くと、

次の工程が組み立てやすいです。

②右側板をAネジを使って図のように取り付けます。

④地板と本体にすき間が空く場合は、 

背板が溝の奥までしっかり入っているかを 

ご確認下さい。 

⑥背板を広げ、本体に差し込みます。

さらに④地板を、Aネジを使って本体に取り付けます。

※図では本体の向きを変えていますが、STEP4の状態の
まま組み立てをしても大丈夫です。

上 

上 

上 

前 
前 

前 

背板ストッパーは 

平らな部分を背板の 

すき間に差し込み、 

Dネジで固定します。 

②右側板を一旦仮止めにし、
②のスライド溝にもフラップ扉の
スライドピンが入っていることを
確認してから本締めをすると
組み立てやすいです。

③天板と本体にすき間が空く場合は、 

背板が溝の奥までしっかり入って 

いるかをご確認下さい。 

※スライドピンの 
長い方の突起を扉に差しこみます。 
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こちらの商品は、同シリーズ商品を
縦に連結することができます。

下に置く商品の天板にG連結用木ダボを取り付け、
上に乗せる商品の地板のダボ穴にしっかりとはめ込みます。

安定性を高めるために、K連結用プレートで上段と下段をしっかりと固定し、
J転倒防止用プレートで上段と壁面を固定します。
※壁への取り付けは、壁の素材に合ったネジをご利用ください。

連結完了です。

壁面

上段

下段


